
施設名

所在地

     

地域医療構想等を
踏まえた当該病院
の果たすべき役割・
機能

※経営強化プランの記
載内容を記入

地域包括ケアシステ
ムの構築に向けて
果たすべき役割

※経営強化プランの記
載内容を記入

機能分化・連携強化
の取組

※経営強化プランの記
載内容を記入

医療機能や医療の
質、連携の強化等
に係る数値目標

※経営強化プランの記
載内容を記入

住民理解のための
取組

※経営強化プランの記
載内容を記入

※1　 令和4年7月1日現在の担っている役割を記載。
※2   R8年以降に役割の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載。

公立病院経営強化プラン（当該病院の果たすべき役割・機能等）の概要

許可病床数
（床）

一般病床 療養病床 精神病床 結核病床 感染症病床 計

開設許可 0

0

0

慢性期 休棟等 計

機能別病床数（床）

高度急性期 急性期 回復期

R4.7.1時点※1

※1　 令和4年7月1日現在の機能別病床数を記載。
※2   R8年以降に病床機能の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載。

使用許可

小児 在宅

0

R　年見込み※2 0

R7年

〇協議・合意済の「具体的対応方針」に変更がある場合は、別添様式２にも記載ください。

〇記載欄が不足する場合は、記載欄を拡大するか、必要に応じて別紙資料（任意）を添付ください。

２０２５年以降にお
いて担う役割

がん 脳卒中
心血管
疾患

糖尿病

R　年見込み※2

その他の内訳及び補足等

感染症

R4.7.1時点※1

R7年

その他
精神
疾患

救急 災害 周産期

別添様式1



施設名

所在地

変更事項

     

病床機能、役割を
変更する理由

〇記載欄が不足する場合は、記載欄を拡大するか、必要に応じて別紙資料（任意）を添付ください。

　□２０２５年において担う役割　　　□機能別病床数

在宅 その他

変更前（2025年）

変更後（2025年）

その他の内訳及び補足等

精神
疾患

救急 災害 周産期 小児 感染症

２０２５年以降にお
いて担う役割

がん 脳卒中
心血管
疾患

糖尿病

0

届出予定の入院
基本料

変更後（2025年）

具体的対応方針（当該病院の果たすべき役割・機能等）の変更について

0

機能別病床数（床）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 計

変更前（2025年）

別添様式2



施設名

所在地

　 ○ 　 ○ ○ ○ ○

○ 　 ○ ○ ○ ○

○ 　 〇 ○ ○ ○ ○

地域医療構想等を
踏まえた当該病院
の果たすべき役割・
機能

※経営強化プランの記
載内容を記入

地域包括ケアシステ
ムの構築に向けて
果たすべき役割

※経営強化プランの記
載内容を記入

機能分化・連携強化
の取組

※経営強化プランの記
載内容を記入

医療機能や医療の
質、連携の強化等
に係る数値目標

※経営強化プランの記
載内容を記入

住民理解のための
取組

※経営強化プランの記載
内容を記入

その他

R4.7.1時点※1

R7年

R8年見込み※2

周産期 小児 感染症糖尿病 在宅

・地域救急貢献率　○○％（令和３年度）→○○％（令和９年度）
・訪問診療件数　○○件／年（令和３年度）→○○件／年（令和９年度）
・在宅復帰率　○○％（令和３年度）→○○％（令和９年度）
・紹介率　○○％（令和３年度）→○○％（令和９年度）
・逆紹介率　○○％（令和３年度）→○○％（令和９年度）

　当院の果たすべき役割と他の医療機関との機能分化・連携の重要性・必要性について、具体的な事例を示しながら、市ホー
ムページや市広報紙を用いて住民への周知を行っている。令和６年度からは、市民公開講座を開催し、かかりつけ医を持つこ
との重要性や上手な医療のかかり方等について、さらなる啓発を図ることとしている。

〇協議済みの「具体的対応方針」に変更がある場合は、別添様式２にも記載ください。

〇記載欄が不足する場合は、記載欄を拡大するか、必要に応じて別紙資料（任意）を添付ください。

地域の医療機関をはじめ様々な主体と連携し、次の役割を担う。
①地域で必要な小児二次医療や正常分娩、感染症医療などの政策医療・不採算医療を担う。
②今後増加する救急医療需要に対応するため急性期医療を担いつつ、地域包括ケア病棟を活用して在宅復帰支援
を推進し、地域包括ケアシステムの構築に貢献する。

①急性期医療に軸を置き、在宅患者の急変時対応（バックアップ機能）を担う。
②令和３年１２月に、患者の在宅復帰支援等を行う病棟機能である地域包括ケア病棟を５０床設置した。今後、令和８
年を目途に地域包括ケア病棟の拡充を行うなど、今後も在宅復帰を支援する機能を維持・強化する。
③患者の在宅復帰を促しつつ、在宅医療に適切につなげるため、地域の介護老人保健施設や訪問看護等と連携しな
がら、患者の状態に合わせた相談機能や退院支援機能の充実・強化を図る。
④小児科医師や専門スタッフの確保に合わせて、小児療育における地域包括ケア研究事業といった福祉領域におけ
る新たな取組についても検討する。

　医療圏内の病院と連携登録を進め、疾患に応じて患者の紹介を相互に行う。
　がん医療に関しては、医療圏内のがん診療連携拠点病院である○○病院と連携登録を結んでおり、令和７年度から
は、従来当院でおこなっていたがん手術の患者はすべて同院へ紹介し、一方、同院でがんの積極的治療を終えたも
のの他の疾患も併発している可能性のある患者の治療については当院で受ける等、連携を一層強化することとしてい
る。
　地域の産科診療所や周産期母子医療センターである○○センターと連携し、妊婦健康診査は診療所で行い、分娩
については当院やリスクに応じて○○センターで行うセミオープンシステムを令和３年度に導入済みである。
　救急医療については、二次救急医療機関として地域の診療所や救命救急センターとの役割分担に配意して積極的
に救急車を受け入れているとともに、夜間・休日の二次輪番にも積極的に参加している。

脳卒中
心血管
疾患

その他の内訳及び補足等

精神
疾患

救急 災害

140 50

※1　 令和4年7月1日現在の担っている役割を記載。
※2   R8年以降に役割の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載。

２０２５年以降にお
いて担う役割

がん

210
機能別病床数（床）

※1　令和4年度病床機能報告で報告した、令和4年7月1日時点の機能別病床数を記載。
※2  R8年以降に病床機能の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載

210

R8年見込み※2 140 70

20

使用許可 210 80

高度急性期 急性期 回復期

R4.7.1時点※1 140 50

R7年

4 294

210

294

慢性期 休棟等 計

20

公立病院経営強化プラン（当該病院の果たすべき役割・機能等）の概要

○○市立○○病院

〇〇市〇－〇－〇

許可病床数
（床）

一般病床 療養病床 精神病床 結核病床 感染症病床

4

計

開設許可 210 80

別添様式1


